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１． 本課題の研究の背景，目的，関係するプロジ

ェクトとの関係 

次世代スーパーコンピュータの実現に向けて，コ

デザインによる設計，開発の重要性がうたわれて

いるが，実利用に供されているアプリケーション

は一般に多数の機能を有した複雑な構成となって

おり，そのような複雑なアプリケーションの要求

をアーキテクチャ設計に反映させることは必ずし

も容易ではない．そのため，アーキテクチャとア

プリケーションのコデザインを推進するためにミ

ニアプリと呼ばれる見通しが良く，利用制限の緩

い簡略化されたアプリケーションの整備が現在行

われている．Fiber ミニアプリは「将来の HPCI シ

ステムのあり方の調査研究・アプリケーション分

野」の 2018～2020 年頃の計算科学ロードマップ課

題を解決するためのアプリケーションから抽出し

たミニアプリ集であり，様々なアーキテクチャ上

での動作確認ならびに性能評価を行う必要がある． 

 

２． 具体的な利用内容，計算方法 

Fiber ミニアプリは GitHub 上でソースコード

(http://fiber-miniapp.github.io/ )が公開され

ている．また，GitHub 上ではソースコードだけで

はなく，コンパイル手順，ならびに実行方法のド

キュメントも付属し公開している．ミニアプリは

様々なスーパーコンピュータ環境下でコンパイル

と実行が可能であることが重要であるため，RICC

環境下での Fiber ミニアプリの動作検証を行った 

 

３． 結果 

現在公開中の Fiber ミニアプリに対し，コンパイ

ル検証ならびに実行の確認を RICC で行った。ミニ

アプリ CCS-QCD でコンパイルエラーが発生し、原

因の特定と修正を行い，無事に動作すること確か

めた． 

 

４． まとめ 

ミニアプリは様々なスーパーコンピュータ環境下

でコンパイルと実行が可能であることが重要であ

る．そのため，本課題では RICC 環境下での Fiber

ミニアプリの動作検証を行い，不具合箇所を特定，

修正し，無事に動作することを確認した． 

 

５． 今後の計画・展望 

現在利用可能な Fiber ミニアプリは GitHub 上で公

開されており，今後もアプリケーションの数は増

える予定である．そのため，増加するアプリケー

ションに対する様々なスーパーコンピュータ環境

下でのコンパイルと動作の確認を行う必要がある．

また，コンパイラのバージョンアップによる動作

の検証も今後必要となる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


